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取扱説明

=‘ F号

A 
この製品を安全に、また正しくお使いいただくために

必ずこの取扱説明書をお読みください。

.間違えた使い方をすると事故を引き起こすおそれがあります 0

.お読みになった後は、必ず製品の近くに保管してください。

松 山株式 ザ企』
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ニプロ製品をお買い上げいただきまして

誠にありがとうございます。

.このI但扱説明 J!はロータリーのJ民披ブ'JIl、と iJl!11 1 1ーの

it及、'JiJttについてticM(してあります。ごiJl!11 J Ijijには

必ず、この取扱説明Jlをよく討しみー|ウ川1'.解色れてか

ら、 11し〈おJIx:VkL 叫、ただ言、 11~Ü の状態でご íJl! JIJ

(tごさ い。

.お 1;'/(みにな った後は、 必ず~11!l 11 の近くに f!k~午し、必

弘tにな った とき11光めるようにしてくださ L、。

.製lElJ，を他人に1'(したり、 J寝り泌される場介は、この

i担級説IIJ-J{~:を製 JHII に添付してお波し <t~.~ い。

・このJlXfJX，j凡lリlJ}を紛失、またはHi似 した場合は、す

みやか に弊主/:;またはおj~ い 1'.lfl 、ただきました版記

l山、民協へご注文してく t~.さい。

.，'1山賀、 制能I"U-.あるいは安全」、使川部品の変I1iを

おこなうこ tがあ ります。そのような場介には、本

たの内容、 および'.lI九・イラストな どの一部が、本

~~IIIII I と -iX しない場イトがありますので、ご f ノI~ (1.ご

さい

.ご耳、IIIJなこtやおれやlきのこ tがございましたら、

おnい !げいただきました11反子1'::1.1 i， /;!l協へご-111:淡〈

t~. さし、 。

• AI'lIi.Jきの 1，'，!e7ー クは '!( 'I': 1" 1.'i-1こ問主

ZJ iJ'iiです。必ずと}って作業をしてくださ い。

A危険程2525?22222設立政こ
A その警告文に従わなかった場合、死亡また

パ¥警 告は重傷を負う危険性があるものを示しま
ーー す。

4弘、 その笹告文に従わなわた場合、ケガを負
注 意うおそれのあるものを示します。

・こ の取扱説明刊には安全に作業をしていただくため

に、安全iのポイント f安全に11二業をするために」を

，~LíI&してあります。ご{止 11J Ijij に必 i.l ~先んで.. < t~. さい。
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安全に作業をするために
こニに ，-\Ci liXしている d~)';;j、中引を:1' Gないと、死亡.ít~日i;: 'Jj~!!i5(や、機械の似mの IJ:U大|になります。よく読んて"安全作業

をしてくださ~ '0 

一般的な注意事項

d込書告 こんなときは運転しない

.過')j・病気・薬物の杉紳・その他の耳11111により 付業に:!t'1'できないとき

・加を飲んだとき.u娠しているとき

.L81以米洲の人

~嘗告作業に適した服装をする

はちま'". "11巻 き ・服タオノレは然11です。

へノレメット・すべり 11 めのついた靴を才'íll l し、だぶっきのない!服装をしてく t~' さい。

[守らないと]機械に巻き込まれたり、すべって転倒するおそれがあります。

~嘗告機械を他人に貸すときは取扱方法を説明する

JI~ J1Uii1、をよく，l~ JI)jし、 f山川 liíj に rJI~j& J見 l り l 主::J {e必ずih'eむように折持してくださ い。

[守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

4h警告機械を他人に譲り渡すときは取扱説明書を付ける

機械と 一緒に[11;(j且説明子けをil':;し、必ず読むように指導してください。

【守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

~嘗告 トラクターlこ慨腕装着するときは必すトラクターの取扱説明書を読む

トラクターに作業機を装おする Tiijに、必ずトラクターのJI;(扱説明記を読み、よく)]11慨してか b作業機の装活

をしてく fごさい。

[守らないと】傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。

a嘗告重量バランスの調整をする

トラクターにmぃ作業私 Pアタッチメン卜を装討するときは、 トラクターメーカー純正のパランスウェイ

トを{，I け、パランス;州11E をして く t~' 色い 。

[守らないと]傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあ ります。
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lh注意公道の走行は作業機装着禁止

ト ラクタ ー に刊 :業機を談話して公ill :æ-走行しないで(t~'色 L 、。

必ず、作業機をJ位外 して走行してく t~''e>い。

[守らないと]道路運送車両法違反です。

事故を引き起こすおそれがあります。

lh注意機械の改造禁止

改造をしないで〈だき L、。保Hjlの対象にはなりません。

純司令部品ゃtrr:.E以外の .lm/ij~1 を J{X付 けないでください。

[守らないと]事敏・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。
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機械を使う nij1: f去には必ず点検 ・21年怖をしてください。

[守らないと】 事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

A注意点検箆備中はエンジンを停止する

，I ，I，~わ~.生左前11 ・ 1まi 耳目、またはN~~:土をするときは、 必す.エンジンを{午 I L してくた'さ L 、 。

【守らないと]事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

lh嘗告点検整備は平らで固い場所でおこなう

交j邑の剖Illil'にならず安全で、機械が倒れたり、 1iJJt、たりしない‘ドらで|山It 、以 p}j"で、点検扱耐11 をしてく t~' さ

L 、。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

lh注意カバー類は必す取付ける

装~~i' の t きや、 点検・ 1官 f~1Jで]収外 したカバ-~íiは、必ずJ{X十l けて(t.ごさい 。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

lh注意 目的に合った工具を正しく使用する

点検強制{iに必裂なT.具釘lは、述Lilな作製をし、目的に介ったものを正しく似JTIしてください。

[守らないと】整備不良で事故を引き起こすおそれがあります。
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作業時の注意事項

(.lh醤告作業機の着脱は平らな場所でおこなう

作業械の;i'i'1J止は、"l'-Gで|円1l，n}所でおこな ってくたすき し、。

[守らないと]下敷きになったり、ケガをしたりします。

.lh注意 カブラのハンドルには絶対に手をふれない

i1'~機の~~tj ・ JI~外 しのとき以外は、絶対にカブラのハン ド ノレ には手をふれな いで く ださ い 。

[守らないと】作業機が外れ、傷害事故や機械の故障をまねくおそれがあります。

.lh嘗告 トラクターと作業機のまわりに人を近づけない

← トラククーのまわ りゃれJ川出 との川に人を人れな いて ください。

[守らないと】傷害事故を引き起こすおそれがあります。

.lh嘗告作業機の下にもく"ったり、足を入れない

fL:I:半島の 卜 にも 「 っ た り 、 i止を人れな いで く t~' さ し、 。

[守らないと]何かの原因て持作業機が下がったときに、傷害事故を負うおそれがあります。

d込書告機械lこ巻き付いた草やワラを取るときはエンジンを停止する

川市t;tf!i分に 中やワラがときさ Ht、たと きは、 必ずエンジンを竹止 さゼ、 :巻き 1.1きを外 して 〈ださ い。

[守らないと]機械に巻き込まれて、死亡事故や重傷を負うおそれがあります。

.lh注意作業機の調整はエンジンを停止しておこなう

f'1:;t機の訓終をすると きは、1'1-:.:::長機を 卜げ、トラクターの山 jI iプレーキをかけ、 PTO変速レバーをI'i'立」

の1:'(;;(，:にし、エンジ ンを{ツIiしでか勺おこな ってください。

【守らないと]傷害事故や機械の損傷をまねくおそれがあります。

「血 告日リー耕では、ダツシン先注意

|山It、IJJ;坊や、討のj;レところでは、ロータ リーをゆっくり降ろして 〈ださ い。IIIJi lil~ する爪の勢いで ト ラク

ターをJIIIし、 7良川す(タ守ツンング)ことカfあ ります。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

.lh嘗告傾斜地では、ゆっくり大きくまわる

何l斜地での，'::iili・2、!j[1"1は、転倒のおそれがあり大変危険です。

トラクタ-ilil主を泌と し、人ーさ(1" 1って くcさい。

【守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。
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~嘗告作業機の落下防止をする

作業機の混一|、を防 [1.:1るため、 illlllストップノミノレフーを己全に 「閉めJてロッ クし、ちbに作業機のーl、へFi'e 

入れて (t~. さ L 、 。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

~警告 アユミ側、強度・長さ・幅の十分あるものを使用する

fu込み、 fulll下ろしをすると告は、 '1"句で火J出の11;}Ji)'にならないiViJiJi-でトラ y クのエンジンを [1めます 。動か

ないようにサイドブレーキをかけ、 '1;'tI めをしてく t~. さ t 、 。 {止川するアユミ似は~~H.i' jてさ ・帆iが |分あり、

すベ 1).1 1 めのH L 、ているものを i並んてく t~'さ い 。

iえさのめやすは仰向 1":)さの 311";です。

[守らないと]事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

A警告子供を機械に近づけない

子供には 卜分注:也、し、近づけないで <t~. ~ L、。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

格納時の注意事項

~注意 ロータリー単体の転倒防止をする

ゲージ愉tIめピン、辿紡パイプローターピンを所定のH!:tnでtIめ、転倒防tIをしてください。

[守らないと】傷害事故を引き起こすおそれがありまオ。

A注意格納時はカブラを外す

俗糾するときは、必ずカブラを作業機か ら外し、地ffiiに位きます。

カブラのハンド‘ノレ操作をIIni!1えると決 l、します。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

一一一一一ー、



抑制用目的について 」
.このロータリーは、ノk川や何11のMうん、昨ゴ、路地

作業に似111し、使1IIL1的以外の1'1'業には、決して似

わないでくださ L、。佐川 11的以外の門業て欣|咋した

場介は、保市|の対象にはなりません。

・このロータリーは決められたJili出馬))で?&;nーしてし、

ます 。 MiJ;~; トラクタ-，!!.)))の純図 |人lて使用してくだ

さい。純11lIをiEiλ ての快IIJはifi川市のH;il剖となり、 iI

Hi!のM:¥i{にはなりません。

.このロータリーは「似昨 3，I，I，~リンク」机怖で l没iìl し

ています 。他の机桁「村保 3，1，1，(リンク」などでは装

析ができません。

.このロータリーの止x.iilはiたしておこなわないてくだ

さし、。{品目Iiの対象にはなりません。

F保証書について 】
，j恥iliEilFJはお存脱が保口il修f'l'.を受け bれるときに必要

となるものです 。

お読みになった後li:人切にfiuftしてく fごさい。
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[アフターサービスについて 】
機械の訓イーが惑いときは、このJ I~扱説明引を参Wl し点

検してく fごさい。

1 ，1~( 

たfだJいfた:1版版5子光'Uし1，山，1山lH』、 t山2協、 または弊主lまてごjf給くださ

し、。

なお、部品のご i:L文は IUμ'~IIU. J;~ 協に純iI部品表(パー

ツリスト)が陥 λてありますのてこ引!，i史ください。

.ご辿給いただきた L、|人l行

・叩Io;¥:手うと製造若干L;

・ごf土11J;I犬i比

・ノド川て、すかっ 制11ですか?

• I~坊の条十|は? イ1が多いですか? 1;11中I'j-Lで

すか?

・ト ラクターのi:lil主は?

'PTOの1"1転数はワ

・どの〈らいf止111~ 1，ましたか?

• kf.)口口アーノレまたは 口口|時 11¥1

・司、具合が11:之|したときの状川をなるべく、 くわし

くお(λ てください。

:補修部面と供給年限について 1 
.~IIÍÍI由:1出 JIJ『は、 MI .J I:. :;''ilí J'II'r をお)1 l 、*めくたーさい。

di l仮~ii似 lvl をお仰いになりますと、機械の不J淵や1'1

flEに由主糾する品;令があります。

・この製JJ1の補修川部jH11の供給年限(JVIi::j)は、製造n
ち切り後 9'1です。ただし供給.11似ト人lであっても、

料株時1)1 1 1I ~r に つ レては車内JUJ な E ご相談させていただく

場合があります 。

.供給年限経過後であ っ ても、古I).IJI' ，供給のご弘~rt1'jが

あった場合には、納JVI、およびfilli絡についてと相談

色せていただきます。
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[嘗告ラベルの種類と位置 ] 

-野f; ラベノレは I~Iの f:，:tù: 仁川ってあ ります。 よ〈お統

みになって'ム全に11業してくださレ。

e f干 (}1 ラベノレは、的れやこl を孫とし '1'; ;; にJ.~ えるように

しておいてく fごきし、。

.軒)~たまたはlVJiHlされた場介には、お:n L ¥|げし、ただ

いたII!JiO'':; I出、またはぬ|出へ←l、記271式、およびコー ド

ナンパーでご注文のほどお版IL ' L、たします。

C1 8750-318000 

A 注意

曲 世用前に取祖説明・をよく臨んで

安全で正しい作積極をしてください。

始動・ヱンンノ勉劃防や作s・o・関係綱作レパーを様作すると曾"、必曹関固に
人がい~いことを錨Uしてください.

運t~ .健闘時、後退附や作車偏を上下位置に織作するときUまわリや彼方を
よ〈‘直叙して〈ださい.

・作緩慢の土に人を蝿ゼ~いで〈だdい.
聖備 ・作厳慢の修理点機鴻婦を行絃うときU トラクター篭寧胆~II所に移動し

駐取ブレーキをカ吐すて エンジノを停止し‘ 油屋崎下防止聞のストップ
パルプをロック，."方向に鋤込んでくとさい.

.t年議障を屠腹するときUトラクタ と傍線機の聞に立た広いで<tごさい.

.鎗"点領時 ンヨイントにめヲグリスを注入して〈どさい.毎"のオイル且
を点慢し 少'"い1M合同ギア巧イル.編総して〈ださい.

・g，眠ボルト ナット却の点機を行信い'"捜があれば憎し凶めして〈ださい.
・カパー畑"必ず何定の位橿に齢碕して〈とさい.

VV3 8750-326000 

一Y
9

02 8750-314000 

B1S(J.3If1OOO 

ぷ出控 .作議織を槽脱するとき

はトラクターと作着信機

の聞に立たないでくだ

さい。

・はさまれてケガをする

おそれがあリます。・7拠回帥

A千六

ニ~O O-""Jー

VV1 8750-316000 C9 8750-336000 VV2 8750-317000 C10 8750-337000 

A警 告

訓。
.作策嶋田修理点検

酒婦を行なうときは、

油圧降下防止周のスト

ツプパルプを、 ロック

(閉)方向に蹄込んで

ください。

-作揖憎が降下して

ケガをするおそれが

あります。 前回刊剛

A注意

日-i
.停車中や盤四時は近
づかないでく疋さい.

-ヶガをする必モれが
あリます.

"M却醐

A警 告 A注意
-トラクターとの・限

時"ゲージ槍止めピ
ンまた"、 スタノド
キャリヤを循示マー
ク通りに合わせてく
ださい.

.作簸慨が彼方へ舷倒
するおそれがありま
す。 ・四冊醐

雪夏、a
-J-." 

-エンジンまたはPγo
軸が回転中は、 手や足

を作離憾の中や下へ入

れないでください.

・ケガをするおそれが

あります。 即時削帥
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主要請元 I 

駆動 後 体 寸 注 • • 適応 畿婿 栂2・tlia a・ia入力 E週 爪軸 爪 繍 ia爪の 爪 u理 制うん

型式 4 3 。 金量 会幅 全島 トラ"ー 通書置 "帽 制耳 作集 軸困 の 回転 取付 掴閣と 外径 園鶴 作..'"
セ 什 セ 叶セ叶方式 間 m ~ 句 PS 姐掴 ，. 

'" 通度 転敏 有無 敏 !控
AI本4GL' R各担散本

巳柵 tIl欄 介II0a

MX-1705 -4ll -3ll -Ol 41¥S(41O) 16-24 
35-45 フ

MX-1805 413l--DOL l 
450(4151 12 フ A II¥G L' R各20木 15-23 

MX-1905 -4ll -3l 455(4201 45-55 ン A14G L.n各22本 14-21 
1070 4車 三製 ン 52 

MX-2005 -4ll -3ll -Ol 470(435) タ A¥4GL.R各22木 ¥4-却

MX-2205 -4ll -3ll -Ol 岨5(4回) 45-65 tz 15 イ AI4GL'R各24本 13-19 
オー ト プ

MX-2405 -4ll -3ll -Ol 505( 4701 A14GL'R症を26本 12-口

了目8L' R各182本
445(4¥0) MX-1705H 4l 3l -Ol 1875 35-1¥5 ヒ yチ 170 16-24 

ト一一 トー
AI3L'R各2本

T208L.R各20本
MX-1805H 4日(4151-4l 3l Ol 1975 35-日 [ . II l田 ホ 15-23 

12 A13L.R各2木，. 
MX-1905H 4l 3l -Ol 2075 455(420) 45-55 策用 l叩 ダ

丁目8L' R各22本
14-21 

AI3レR各2本
1065 51 

T2(砲し.R各22本
MX-2口05H 灯叫4351-4l 3l Ol 2175 EL.41 200 タ 14-20 

42 
A日L.R各2本

イ
¥4 丁目8L. R各24本

MX-2205H 4l 3l -Ol 2375 485(450) 45-60 カブラ 220 プ 13-19 
1̂3L.R各2本

トー
T208 L' R各26*

MX-2405H 505(470) f史 問-4l 3l Ol 唱J 2575 240 12-¥7 
i田O A13L'R ~2本 m 

MX-1705M -4l 3l Ol 

時
4却(425135-45 尾13 2.0 日0 有 g'J M爪 L-R各21本 16-24 

山田 フ 54 
MX-1805M 4l -3l Ol イ 465(4301 35-田 16 "m M爪 L.R各2P本 ゲ 15-23 

フ

MX-1705 45 35 -05 430(410) 35-45 170 キ 会 ン AI4GL'R各20本 ¥6-24 

MX-1805 -45 35 05 435(4151 35-50 

H川2X89田30 0 0 

12 ア ン A14G L.Ro20本 15-23 

MX-1905 -45 -35 ー05 1070 44叫420145-55 3.0 lil タ Al4GL，n各22本 52 ¥4-21 

455(435) 
イ

MX-2005 45 35 05 15 首
プ

A14GL.R各22本 y ¥4-却
45-65 4象準

MX-2205 45 -35 05 ド 47剖4日) km/h え A¥4GL.R各24ホ ¥3-19 
オート

百 丁目8L' R各20'伝 '命
430(410) MX-1705H -45 35 05 1875 35-45 ヒ yチ 170 16-24 

ト一一 ド一一
宝t A 13 L.R各2*

アノ O. ホ
丁目8L' R各四本 方

MX-1805H 435(415) 35-50 ヨ使 用-45 35 05 1975 l田 12 ル 15-23 

ト一一 トーー
Al3 L.R各2本

ES.18 ダ
イ T208L'R各22本 式

MX-1905H 45 -35 05 2075 l国5 440(4却) 45-55 カプラ 1叩 51 14-21 

イ史 m トー
A13 L.R各2ホ

タ
T田8L' R各22本

MX-2005H ブ 455(435) 45 35 05 2175 2∞ 14 イ ¥4-四

ト一一 トーー プ
AI3 L.R各2本

45-印
T田8L' R各24本

MX-2205H -05 47凶450)-45 -35 2375 220 ]3-19 
AI3L.R e2本

lX-1805 -4l ー3l Ol 515(480) 160 A7G L.R各20'ミ
1145~-223 1 45-65 

lX-1905 4l 3l Ol 535(5叩) ヲ A7G L.R各22本

lX-2∞5 -4l -3l Ol 545(5101 
フ

A7G L.R各自本
ン

¥4-四
回-75掃l1'

lX-2205 4l 3l -Ol 日却 575(540) 1'1 y A7G L'R 喜多24本 55 13-19 
オート 12 タ

lX-2405 -4l 3l Ol 600(日51 240 
イ

A7G L.R各26木 12-17 
ヒ yチ

1lo1~~116 5 
lX-2605 -4l -3l Ol 630(5951 泊0 殺 プ A7G L' R各28木

11 
lX-2805 4l 3l -Ol 655(620) 260 A7G L.R谷却木

1175 策用
65-釦 2 3351L.R 各34木

lX-2805K 宇 4l 3l ーOl 笈泡O 655(620) EL.41 260 Zホ 10-15 
ル A 13L.R 各2本

ト一一 11田 " グタ 51 

685(6日) カブラ
!イ 3351L.R 各37本

lX-3∞5K -4l 3l -Ol 3160 300 15 
プ A13L.R 各2木

9 -14 

依岡 トーー
宜

什HH32l-~~197 6 

lX-2205Gl -4l 3l Ol 

議
氏氾(5651日 -75

害十
~II 17 AS 1GL.R品目株

速 ラタ
lX-2405Gl -4l 3l Ol 日目 625(5叩) レ 表 ンイ AS IGL.R各26'ド 52 

65-田 ，、
lX-2605Gl -4l -3l -Ol 6珂(6201 3 ンプ AS lGL.R各28本

※MX-2205・2405・LX-2005以上のカ ブラは、Eし42(Cat2)が標準セットです。OLセッ トのお買上げて。お手持ちのカプラの口アー

ピンがCatl(外径22mm)の場合は、 Cat2の太いロアーピン(外径28mm)に変えてください。
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14-20 

13-19 

12-17 
glj 

問 |イ干 | 表 ! フ !川L.R各274-1 |制14-20 

ゲ

13-19 
4 

~ ン M爪 L.R1>33'供 12-J7 
y 

ア
ー〆 M爪 L.R各36ふ 国

1ft 
輔

タ M爪 L.R1¥39木
タ

'd イ A7 L'R各却水
イ

IJ 別 プ A7 L . f~~ 26木

式
プ

表

M爪 L.R各33ふ
1II12I--6 7 

5 MJ!¥ L.R科36ふ

10-15 

爪輸回転数 (rpm)

日1竺 γ リーズ 傾準セ .， ト オ プシ ヨ ン

130( 15 :27) 42](27: 15)， 144( 16 :26)，176(18:24) 312(24: 18) 
MX 159( 17 :25)， 193( 19 : 23)， 283( 23:19)， 344( 25: 17) 

213(20:22) 257(22:20) 

2 lX， -K 164( 19 :26)， 197( 21 :24)， 257( 24 :21)， 308( 26: 19) 
137(17:28) 371 (沼 17).150(18:27)338(27:18)，冶0(20:25)

281 (25 :20)， 215( 22 :23) 235( 23 :22)， 422(30: 16) 

3 lX回 Gl 164(1 i車)， 197(2速)， 281(3速) 150，235，371 

4 DX 157(21 :32)， 184(23:30)， 313(30:23)， 366(32:21) 132( 16:29) 435(29:16)，214(25:28) 269(28・25)

5 DX-V 157(21・32)， 184(23:30)， 312(30:23)， 365(32:21) 132< 16:29) 433(2ヲ 16)，214(25・28).268(28:25)

.，車単品制品 4セy川叫J防長広角ジョイント i本 3セ，Iは普通広州ンコイント 1ノド、0セントはない

・この製品には保綻曹が添付されておつますかり、大i;JJに保管してください.

• .ifd，U )内は、0セγト11.¥.f<flil。



| 脅部のなまえ | 

¥、/

o 

①マス ト

②ミッションケース

③人MIII

③チエン ケース

③ブラケット

⑥緋うん)1¥

⑫ ⑤ 

⑨幼うん部カバー

⑬fl!11似
⑪J主主l，パイプ

⑬ フレームパイプ

⑬均、l'似

⑪延jえg)'1'.1民

⑦七、ノ トカブラ (4、:1L/Sのみ) ⑬人JJ川カパー

③ゲージl陥

| 標準装備 l 
本体は、 幼うん )1\を J(~ j、l けた車111 な E により桃JJX され、

ー |、必に Aじする b のを ~KIIIUしています。

ドサ 1占 向11 ~ 4両 ~{ 

フレーム

本 iトうん)1¥
糾うん制l

w ジョ イン 卜 4.3セ ァ卜のみ

ELプ77。ラ " 
そ J[正披11且lリ112 フド111
の
1也

9 

l ロータリーの組立て | 

回 ト去のi古剖部"1111'11山3

リ一へ副1j，1 打lけ7て(1.だJ色い。

,IUI
• 1う J両

卜 卜 γ プピンH ~

圏マストの訓IHlt

ミッンヨンケー スの |行1IにMIOmmポノレ卜 4伽|と

ナ γト2MにパヰJ<Ii1< 6 fl山| で J (~j・|けます。

固ゲーシ輸の年Ilj.1け

ゲーシ愉は、 い11"1きにも 外jii]きにも剥1j.(けられま

すが、|ヌlのようにトラクタ-lli.愉の1&にくるよう外

ril/きに品Ilf.lけます。ただ「しスクレノぞーはf刻J!l1になります。

hh晶‘

ジ輸 ゲージ輪

固 .iili t.i' ; ノマイプの~Ilj.1げ

;Ìlf~:itiパイプの-I，' ;il~ を均平般の J11 り ステーに 止めピ

ンで止め、 Rピンでtb:け 11:めをします。
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トラクターへの装着について 目

-ロータリーの 3，1，'，(リンク装Jlシステムは、 11}~~ I統一肌桁 r11 JJ1:t J似叩， 3点オートヒ ッチ」を採IIJしています。

さらに、 4セット・ 3セット ・Oセットi:3f根町lにわかれます。

.4セツ卜は 3)ム以日'

卜はTで川取兄fや付T司lけます。。セットはすでにおT判ちの 4セットシリース、{):!(:機と JUJIするため、カブラ、およびジョ

イン卜はi焼却t公的していまぜん。

| トラクターの準備 | 

.カ プラは、 村棋p叩1干f、3)以B

の 3.1，'，':リンクも村棋:‘司W;3，1，'，r:リンクでないi:JJ)({.Jけで主

ません。村妹 3).点，'，':

ク川の 卜ツプリンクフブA ラケツ 卜を外し、 トップリン

クを ~~~I{ îV~ 3 ，'，'，(リンク川の j止いものに作 λ て〈ださ

. {j';:!/!:械の干がり H:iJfイ、h止する場介は、リフトロッド

のJr~j.J火{.r.ti引をロワーリンクのliij{I!IJの火に移してく

t~' さい。

左口ワーリン? チエンタ

チェーン

- 匝去長r:事国

-カ プラて装ずfできるように、ロータ リーの姿勢をl制

imします。

・ゲージ輸の止めピンは、ホルダーの上の穴を似い、

アームの上から 5-=/昨目にセットします。

・後方への転倒を防 止するため、述結パイプをロー

ターピンて [，'H去 します。{1業'1'は泣ik:，'iバイプの-iJi;

卜の穴へ 11め、なくさないようにして〈九eさい。

A注 意

トラク ターへ装着するときは、必ずゲージ輸の止めピ

ンと、連結パイプの口ータービンを所定の位置に止め

てください。

守らないと、後方に転倒し、ケガや機械の損傷につな

がります。

「一一一一一
装着時・取外し時

口ーターピンで固定

， 5番目

/の穴

| カフラの準備 | 
-サポート プレートのJ側、lけ

・3セットの場合は不裂です。

T4 

t~ 

サポー卜プレート



4 セッ ト の J~令はジョイントのタeンポーノレ桁に人って

レるサポートプレートを収Í'I けてく t:.~ ¥、。

! カブラの取付け | 

本書では、 4セットを中心に説明します。4セットと

3セットの違いは、ジョイン卜が自動装着か、手で付

けるかの違いです。

回 トラクターのilllJFレパーをJ弘行 し、ロワーリンク

をrlÎ~ IマげJにします。 トラクターの PT Ollhにジョ

イントのJムIlriJ!lJ(大きい}j)を取付けます。

A注 意

PTOクラッチを切り、 トラクターのエンジンを必ず

停止してジョイン卜の取付けをします。守らないと、

死亡事故や障害事故につながります。

E カプラ を、 ト ラクターの ト ップ リ ンク に JI~1.1けま

す。

トップリンクピンは、トラクターにHI，.nしています。

11 

固左右のロワーリ ンクに JI~1'1 けます。

ELカプラは、 11'IfJ!lJセットと外側セットができます。

トラクターの 3_'.'.-:リ ンク品H'f，I二千トわせてく fごさい。

11'If!!l1セット J I S 

外相!IJセット J I S 2 

L カブ。ラ は、ロワ ー ピンをつ け 力 s えて く t~. さ い o

A注意

・トラクター取扱説明書の r3点リンクの規格」をよ

〈読んでください。

・必ず、リンチピンて'抜け止めをしてください。

守らないと、取付けができなかったり、機械の演傷や

ケガの原因となります。

(内側セン ト) (外側セ y ト)

固 ジョ イン トをサポートプレー トの".に釆せ、 ス

テッカ一面を上に して干でジョイントの先をtlr1) ， 

jl;lhのt!iいブJからサポー トプレートの長穴部分にセッ

トします。

/' 
の細い部分

ポ二ト/
プレート



固 ロータリーを装析するまでは、 トラクターの'1'心

に作わせuイ1均等仁やや多〈振れるように、チェッ

クチェーンをfIXりJLめをします。

園 トップリンクの長さは、ロワーリンクの地 1""，'::i50

cm IJ ，"のとき 、カプラが霊山になる ように l削節 しま

す。

Lh注意

力プラの装着がすんだら、ロックナットの締め込みや、

抜け止めが確実になされているか確認します。守らな

いと部品の脱落でケガをすることがあります。

| 装着の順序 | 

Lh警 告

・ロータリーの装着・取外しは平らで固い場所を選び、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

L 、。
-トラクターのまわりやロータリーとの聞に人が入ら

12 

ないように してください。

・ロータリーの下へもぐったり、足を入れたり しない

でください。

・ロータ リーの調整をするときは、 トラクターの駐車

ブレーキをかけ、PTO変速レバーを 「中立Jの位

置にし、エンジンを停止してください。

・重いロータ リーを装着 したときは、 トラクターメー

カー純正のバランスウエイ卜を付け、バランス調整

をしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

囚 )，~本当主勢をと っ たカプラのストッバーを lげ除 L、

レパーをづい、て、 フックをィワ悦;Ik!@.にLます。

ーーレバー

---ストツノぐー河岸除

kj 
t }解除

図 トラクターを付業機の小心に合わせてまっす「

パックさせ、 ilIII:H."-1、げてカブラの トップフック を

作業機のトップピンのトにくく。 らせます。

トラクターしロータリーの'1'心がイトうまで、繰

り返しおこなって くたやさ し、。

トン 7' 7'~

圏 iWtかにillilJを |げてトップフックで卜 γプピンを

す<t 、Jげます。作業機のロワーピンガイ ドがカブ

ラのロワーフ ックにすべり込み、公おされます。



4セァトの場合は、ジョイントも 同時 にスプライ ン

が合って人力車111に人ります。

※こ の操作をしてもフックがかじ ったりジ ョイントが

かみ介わな し，iJij令は、 iltl圧を下げてロータリーを外

しliijjjsし、はじめカーらやり 直 してく fごさ し)

※ロータリーカt何1¥、ているときは、 トラクターのリフ

トロ ッドのi毛色を訓節し、ロータリーの何lきにカプ

ラの何lきを介わせてから装利してく fごさ L、。

回 ストッパーをロックし、装-nU:'X.Tで1。

ス卜 yパー(ロック)

jロン:

& 注意ハンドルには絶対に手をふれない

・装着・取外しのとき以外は、絶対にカプラのハンド

ルには手をふれないでください。守らないと、ロー

タリーが外れ傷害事故につながります。

| 持ち上げ時の注意 | 

回 以1))の談ずfl時に は、 il誌上げJII奇にトラクターと作

業機がぶつからないように、 illl圧をゆっ 〈り |げな

がら 附 EE します 。 特 にキャ ビ ンH ~ ト ラクターの品;

13 

合は、背ifijの方、ラスを突き | げないように注:-a~して

く t~< さ い 。

園 トラクターによ ってはス イッチ一つで il込上げJ

まで自動 l二男ーする機磁がありますが、必ず手動でぶ

つからな いか隊犯、してから使JtJします。 この場合、

作業機が勢いよく上がるため、 10cm以ートー余絡をと っ

て、上げ机市11をします。

圏 トップ リンクやロワーリンクのi州、l穴ijJ:fi庁、およ

びリフトロッドやトップリンクのiえさを変えた場合

にも{i'(a Rft，して(t~'さい 。

固 「品一l二げJ111;，の/げ i を ノド '1' に捌節してく t~. さい 。

E璽官宵宮賀市I百喧~ヨ

& 注意

PTOクラッチを切り、 トラクターの工ンジンを必ず

停止してジョイン卜の取付けをします。守らないと、

死亡事故や傷害事故につながります。

回 長さの確認

ジョイントのl之さは、公.(j.するトラクタ-1';~J:\によ

り災なります。こ:i:t文111;'1こ別式をlijt示いたfごければ、

それ仁合ったも のが十t.¥ 'てレ きますが型式が不明の

場合は粉、準的なlてさの ものを付けています。 この場

合は次の方法で適H かどうか，ìJ，lIIJ し てく t~. さい。

※L認すきe るジョイン トを談活すると、 PTO判lと入力

J 蜘金ト時J1
4均t力パースキマ

極町I ジョイント型式 I市輯(側i聞令)?』是 プJJ f mス〉キーす
(m 

4 s R C V-2 752 750 22-121 
セ
ア 2802 800 22 -171 
シト〆 2852 850 22-221 
ヨ
イ 2902 900 22-271 
ン
ト Z 952 950 22-321 

1J也よ凪U 

sRCVー760 75s 。-170
3 80日 0-220 

fy fl 4 906 。-320

ヨ 日RCVー760 760 32-168 
イ
ン

3 809 :l2-218 

909 32-318 



制lを突きょげてMilJiさせますo XJiかすぎると、ジョ

イント のカミ介 L引け切、足してンヤ 7 トがr~Ji丹 i しま

す。

(J) 3 !， '，(リンクにカプラを l肱 1'1 け、 i削 14，~4'資事!f に

トップリンク長さを l制!rrJします。

※3セヅトのJ品作は、作業機を装着してか bおこない

ます。

(2) illlト正をいっぱL、に Fげ、ジョイントをセットします。

(3) ilillJーを徐々に |げて、 ジョイントがノド・|えになった

J吋で中111が突きJげな:いか航認します。

※もし、突き|げる }Ci介は、長い分を切断するか、 *':i

いも のに交換してください。

('1 ) i11111を |卜して、 ジョイントのカノずースキマがIjij

ページぷの純jJ ~ 1人l にあるか訓べます。

※スキマが大きすさる場介は、ジョイント強度がィ、足

します。長いものと交換してください。

固 切断方法 l 、

(J) まずJ止い分だけプ

ラスチックカパーを

オス ・メス j，l，j)it)Jり

J I~ ります 。

(2) 切り]肱った!日lじ恥i

をシャフト の先端iか

ら.iiります。

(3) 戸ヤ 7卜を令ノコ

またはカッターでオ

ス ・メス 1，1リブJを切l却i

します。

， 

(4) 切り n'eヤス リなどでなめらかにiLIげ、クリス

を塗りオス・メスを組合わせます。

園 取付方法

(J) ジョイントのロックピン 4仕事JIしなカr~申111 に事F 人

し、制lの湘へロック

ピンをはめ込みj};:け

止めをします。

ハンマーなどでジョ

イントの似をたたき

強引に人れないで:( 

7ごさい。

14 

ロックピンが附'人に

人ったかどうかは、

ピンの町1が 1Cm以 |岳

山ているかで附認し

ます。 I cm 

以上

3セットのよよJ介は汗通110、f');;'ヨイントをJ但f・lけま

す。必ず11、f'Ji!!l1をトラククーの1'TO州ヘセットし

ます。

作業機入力軸 トラ?タ-PTO軸

I 11 11 1(0. ;冊目 ;一つ岬J~ft il叶

人)J州カパーは、 |にづIIげると外れます。

3セッ トのILiイトンョイン 卜をJ(正1，1けるときは"ピン

をタトし、 |に|ーけ♂ます。

(2) ジョイントカノずー

のチェーンを、|占I:-i:

したfl1j内?につなぎ、

Iiめます。illlIJ:を 1--

-卜してもつ|っ1;1:'られ

ることのないように

たるみを持たせま

す。

A危険

Rピン

・取外した トラクターのPTO軸カバー、入力軸カバ

ーをもとどおりに取付けて ください。

守らないと、巻き込まれて傷害事故の原因になります。
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E~~丞:-' F .. ~l岨E哩・

ム警 告

・ロータリーの取外しは平らで固い場所を選び、いつ

でも危険をきけられる態勢でおこなってください。

・トラクターのまわりやロータ リーとの聞に人が入ら

ないようにしてください。

・ロータ リーの下へもぐったり、足を入れた りしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

囚 ロータ リーを装着11，¥1: 101じ委併に訓t!Iiします。

A注意必ずPTOを切る

ePTO変速レバーを[中立Jの位置にしてから取り

外してください。守らないと、傷害事故の原因にな

ります。

国 カプラのス トッパーを解除し、レパーをIJI ~ 、 て 、

ロγクを削除します。

レハー

トッパー解除

〆:/7Yク
" 解除

固 ロータリーをゆっ (1) 卜げます。カブラがロワー

ピンカイドからfムけ、 トッ 7'ピンかちト ップフック

トyプピ、

カサトれたのを伺 l出し てヵ・ 句、ゆっくり トラクタ を

Ijijjj主させます。

外れない場合は、 トラクターとロータ リーの傾斜が

介っていないか、 トラクターがま っすく寸前進してい

ないかのどち bかです。li'(I'i.必してやり IIIしてくださ

。、
し

| トラクターとの調整 | 

回 振れ止め調節

トラクターの'1'心(PTO相11) とロータリーの中心

(人71'~I II) を一前 線に令わせ、チェ ックチェーンを

リhります。

イ1 の多い 'i .tJ/~では、ややゆる〈似っ て〈だきし、。

園 前後角度の調節

トッ7'リンクの長さを J洲t市して、ロータリーのliijf岩:

5111tの市川市をおこ ないま す。作業状態で、チエンケー

スにWi っ てあるシーノレの凶の ~~~カ'i!Til止になるように

します 。

国 左右調節

ロータリーがトラクターに対して:I.o':{i水平4二なるよ

うに、 トラクターのレベリングハンドノレを|旦|してリ

フトロッド(;{，)のi去さを市川市します。

固 ロータリ ーの「最上げJ位置の調節

PTO 'i."回転、させなヵ1~ 、ゆっ くりロータリーを一七

げ、振動ゃうで-71のnllない佐世でillllJニレバーの「上け'

!;lL:JjIJ;ストツノマー」を止め ます。

A警 告

・ロータリーの調整をするときは、 トラクターの駐車

プレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位

置にし、エンジンを停止してからおこなってくださ



L 、。
-トラクターのまわりやロータリーとの聞に人が入ら

ないようにしてください。

・ロータリーの下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

十 点検・整備

A警 告

・点検・ 整備をするときは、交通の邪魔にならず安全

なところを選んでください。

機械が動いたり、倒れたりしない、平らで固い場所

で、 トラクターの前輪には車止めをしてください。

・点検・整備をするときは、 トラクターの駐車ブレー

キをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置にし、

エンジンを停止してからおこなってください。

・ロータリーの落下を防止するため、油圧スト ップパ

ルプを完全に「閉め」てロックし、さらにロータリー

の下へ台を入れてください。

・爪や回車部分に草やワラが巻き付いたときは、必ず

エンジンを停止させ、巻き付きを外してください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

回 ボル卜・ナッ 卜のゆるみ点検

ロータリ ーは振動の激しい機械です。必ず使川|時ご

とに各部のポノレ卜・ ナット (特に耕うん爪JfX1.Jポノレ

卜)がゆるんでいないか、一つ一つWI締めをしなが

ら点検 します。なお、軍11品の場合はf止JTJ2 11寺II¥H去に

必ずおこなってく Tごさし、。

固 ジョイン卜の給油

③グリスニップノレ 使用11寺ごとにグリスアップを

〔広角ジョイ/卜〕

16 

する

⑮4セッ トジョイントスプライン苦¥. 使川崎ごと

にク'リス'"

'i!fJ.る

。シャフ 卜のメス、オスHlJ シーズンごいこグリ

スを1，11る

⑬ロックピン シーズンごとにitilJIする

園 オイル量の点検

各部のオイノレi止を，1，1，1:検し、少ない場介はギアオイノレ

非90"，補給して(1，ごさ L、。

① ミッションケース オイノレゲージの車IJみ線まで

② チェ ンケ ス検むJJlIプラグifliまで

※;:1' L くはオイノレ交般の'H参IUl

四 チェーンの張り調節 (DXのみ)

DXは、ローラーチェーンの似り 14令を、 111j1ボルト」

でタイ トナーを11JIして利自宅します。チェーンケース

後似IJの検命7'ラグを外し、チェーン制行で担jIして前

後に 9mmlI ど引 く ように、 lì íjfJ!lJ の 引jIボル ト て IV，~J t!îÎ し

ます。

千甲ポJレ ピ五二

※制tliH&iJ:、 ロ ックナットを必ず料l めてく t~' さ い 。
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E37i四位置~p覗~~・

A警 告

・ロータリーが付いていると後ろが長くなります。周

囲の人や物に注意して旋回してください。

・高速走行・語、発進・急停車はしないでください。旋

回するときはスピ ドを落とし急旋回はさけてくだ

さい。

-運転者以外の人や物をのせないて'ください。

・子供には十分注意し、機械へは近づけないて酬くださ

し、。

-急な登り坂で前輪が浮き上がると、ハンドル操作が

できなくなりとても危険です。 トラクターメーカー

純正のバランスウェイ 卜を付けてください。

・アゼ越えや段差を乗り越えるときはアユミ板を使用

し、地面に接しない程度にロータリーを下げ、 重心

を低くしてください。使用するアユミ板は、強度・

長さ・幅が十分あり滑り止めのある物を選んでくだ

さし、。

A注意

・ トラクターに ロータリーを装着して公道を走行しな

いでください。守らないと、 「道路運送車両法違反j

となり事故を引き起二す原因になります。

回移動のときは、ロ ータリ ーをい っぱいに |ーげ、 illl

11ストップパノレブを'7G全に「閉めJ-1ごがるのを|山ぎ

ます。

ロータリーが1j';(-，に振れない よう に、 チェック

チェーンをリKり、ロックナッ トを締めてくだ色L、。

圏 ÆiJ する 1"\ は、 J~) "I'似を 卜 げ、/:iilのように辿付パ

イプのスプリングて、払1"1三板のtMれをなくしてから北

ります。

※Jo) '1'-1.反をフリー状態にしたまま走行 Lますと、 tKdiJ)

でI五)11"械が1111がることがあります。

固 は場への，'1'.入りはアゼに対してn'i:j'Jに、ゆっ 〈り

iiij jfuておこなってく t:'さl'0 

園 ロータリーの地上I:':jがィ、i止する場介は、 トップリ

ンクを紙iめ、 J也1'，J ~ ，'Jを(1'(1;1*してく fごさい。

A注意

・トップリンクの調節をするときは、ロータリーを下

げ、エンジンを停止してからおこなってく ださい。

守らないと、傷害事故につながります。

主手本作業のしかた l 
田 作業速度と回転速度

トラクターの作業ililjt1:ロータリーのl巳l転iliJえは.fll

|則|刻係にあります。1、表をめやすに作業11(1"1や土地

条1'1に介わせて選択してくださ し、。

川
似
述
I仰
は

中300
⑦ ⑤ ⑥ 

L 、250

i!重200 ③ ③ ④ 

; 150 ⑨ ② ① 

1.0 2.0 3.0 4.0 

)
 

-n
 

nv r
 

(
 

←雌レトラクタ-(1，;位jfJ!l'(km/h) 主い→

① 水川の)抗J包し11'，:¥.'¥は爪制111111如、数をー孫i!i(し、作

業ilil立を 2- 3 km/hにします。

② 負荷の大きいリn，1山一1.J也では作業ilil文も li(しま

③ 中IJÎ~!IIU~j) f刈( 1を抱きやす し、状態では、爪州|υ|似

を)iliめにし作業ilil立を1足〈します。

④ 向1/1也の什ー|作 業は、 IT¥州IIIPli，;を 2帯uにします。

⑤ 制11仲 u非なら爪劇111111似を 3、4孫Ill:iliくします。

⑥ プラウ耕、スキ緋跡では作業地l主も辿〈てきます。

⑦ 似11'ノド川のイi'"U1'. ~佐は、 j川1111"1板、をili(、f1' .:¥.'¥ili 

l立を雌くして、ていねいにj非します。

⑧ 1.1也が1，';1(ダ ッ y ングしやすい刈では爪!~.I II 1"1恥、を

aめに、 ilil江をi出〈して11.';佐をおこなレます。

⑨ 1iの多いLl:)品では11¥判11"1，li1、辿Ijt、作業iliJ主ともに

jJt (して他11I( t.ごさい。

A警 告

・ロータリーの調節をするときは、 トラクターの駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位
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エンジンを停止してからおこなってくださ

-トラクターのまわりやロータリーとの間に人が入ら

ないようにしてください。

・ロータリーの下へもぐった り、足を入れたりしない

置にし、

し、。

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

E 爪軸回転数の選択

爪~illrの !日1 ，~ï;数は、変iliギア の交換、またはシ フ ト チェ

ンジでおこな し、ます。liiμJiを参考に、作業 11的 と耕

うん条1'1に合わせて選択 してください。 オプまた、

こ一希ffJにJ必じてご 爪判1"時iI;政

(540rp01Il，1') 

ギnJLみ作わせもあ ります。0)11:/1じ)ンョンギア

f~~ 
1 59rpl11 

1 93rpl11 

283rpl11 

344rpl11 

申入Mdl

17'1' 

191' 

23'1、

25 '1、

(Ãl~述制1

251' 

23'1、

19'1' 

17'1' 

変辿司~.t'\
iヨトー文〈ださい。

(M X • L X・DX標準仕様の変速]

LXはキャッチクリップを外し、 DXは蝶ボ

'1'の変

MX、

ノレ卜 34ょを外してギアケースカバーを聞き、

iiliギアをliij後ん治 に人れ伴えます。

〈注意〉ギアの交換が終りましたら、交換したギアは必 1:30rpl11 

421 rpl11 

15T 

27'1、

2n、

15'1' MX 
ずギ‘アケースカノずーにセットしてカハーを締めて〈

144rplll 

380rpl11 

161' 

261、

26 '1、

16'1' 
オ
プ
シ
ョ
ン

t~' 色 い 。

1 76rpl11 

312rpl11 

18'1' 

241' 

24'1' 

181' 

213rpm 

257rpl11 

20T 

221‘ 

221' 
20'1、

164rpl11 

197rpl11 

2S7rpm 

308rpl11 

19'1‘ 

21'1' 

24'1' 

2(jT 

26'1、

24'1' 

211' 

19T 

際

司((

Ll7rpl11 

371 rpl11 

17'1 

281、

28'1、

17'1' 
LX 

150rpm 

338rpl11 

18'1' 
27'l、

27'l、

181' 
オ
プ
ン
ョ
ン

180rpl11 

28lrpm 

20'1、

251 

25T 

201' 

215rpm 

235rpm 

22'1‘ 

23'1、
231' 
22'1、

157rpm 

184 rpl11 

313rpm 

366rpm 

21T 

23T 

30'1、

32'1' 

321' 

301' 

231' 

2lT 

結!

司[.;

DX 
132rpm 

435rpm 

16'1' 
29'1、

29'1、

161' 
オ
プ
ー

ョ
ン

214rpm 

269rpm 

25 '1‘ 

281' 

281' 

251、
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第 l変速軸第 2変速輸
(L X-G L仕様の変速〕

(外部変i主ミツンヨンH~ )の場介は、

シフトレバーの総作て、3段に変j主できます。

LX-GL 

オプ1ifは羽uギアを使JIIしていますので、

ションへの訓lf干えは 2if、3;卓いっしょになります。

2if、

爪納1"陥;段
OOOOrpmllキ)

157rpl11 
184rpm 
312rpl11 
365rpm 

132rpl11 
433rpl11 

214rpl11 
268rpl11 

z ギT*1lみ合わせ
変辿l ~.. .ι ー..

l首， 2変i1W 第 1~辿軸

32T 21 T 
3日T 23'1' 
231' 30T 

291' 16T 
16'1' 29T 

28T 25T 
2うl' 28T 

DX-V  

叩ぇ

オ
プ
シ
ョ
ン

~ 

式司・i

σ3 

(口μl は車~ rギT)

咋! 式 変 i車 ギT組み合わせ 1"1 事2.HSE}〈
(;I.l!Irpl1l 

f.tl~ 1if 19'1' 261、 164rpl11 

セ 2if 21T 24 '[ 197rpl11 
'J 

3if 25'1、 201、 28]，-pl11 
LX-G L 

オ lif 181、 27T 150rpm 
プ
シ 2辿 23'1、 221' 2:{5rpm 
ヨ
ン 3if 直工 171' :l71 rpl11 

~ 作業深さの調節

ゲージ倫iIめピンを引き WIし、 ゲ、ージ申歯アーム 世 上ギアチェンジは、必ず次のIiKi片aて♂おこな っ てく t~' さレ 。

ロータリーをI也ぷ力."少し持 lげ、 Ji¥にカ'かる 1W ホルダーには 1-.1; 2ケ刈の iIーピ

ン火があります。1:111のように U千作を}凡1伝させます

と1.5cm1l¥J隔で泌さ のl洲町Jができます。

卜してJ司ifiします。① 

fcを除きます。

PTO虫:ifレバーを「小立Jの位iJJにします。

ゲージ輪ア ム
チェンジ

エンジンを十止iIします。

ンフトレバーをにぎって |、へ押し込み、

します。 はいりづらい11;¥は、爪判lを少し1"1してギア

②

③

④

 

ホJレダを合わせます t決にはいります。

⑤ 虫:.iilif 1'，: ;/，:にンフトレパーがli'(Cjeにセッ卜されたか

州:よtします。

。主意〉こ の虫:ifおi出はシンクロメッシュて刊はありませ

ロータリーを1"1恥、させたままシフトチェンジを

すると変ifギアが破似します。

ん。

止めピン¥ 
U字枠

(D X-V仕様の変速〕

蝶ポノレト 34誌を外してギアケ スカバーをIIflき、

Ji'右のゲージ輸は同一穴にセッ トし てください。

トラクタ -illl圧は、

のギアをJ下に人れ伴えてお こないます。

<5，主意>Vjl般の PTOI"I転、数1;1.、

して〈だき L、。540r1'l11で'11"業しますとミッションが

ポジションコン トローノレを{史い
必ず1000r1'l11を使JII

ます。

~ 均平板の調節

J句平板の上下、および11[1ぇパ4、の捌i:ii'iは、砕:1:旬能、

ーlの反転倒能、表而のj1:上が りに大きく影響します。

I克れます。

交{換したギアは必ずキ、アケースカノマーにまf、、

3止乱jIノマイプの 1:と下のスプリングエンドをスライ ド

させ調節します。

セ ットしてカノずーを料1めて(t.ごさい。



。ノド川の荒起し

ード}Jスフ。リングエンドをドげて引11えノミヰをフリーに

し、 J5J平板のill:i"ilt.:."けで表而を事pえます。

0州11地の砕 l

ドブJスプリングエンドを 1--け'て1111えノミヰ、を告かせ、

パオ、の力て川家TMを引11えます。

イ1の多いはJb}ゃ中lhill川ては、制pえパヰ、をフリーにし、

一1-_JJスプリンクエンドを'1;げて、 I主J、nlJiをぷi(liかb

i~Y. かせ、 jが1"似の打11おや ーuごまりを少なくして似川

してく t~. さい 。

固 スプリングエンドの操作

区lのようにロッ トピンをヲuげますと、1'1111にスラ

イドしますので所定の辿結ノマイプの穴にセットして

ください。

20 

~ 延長均平板の操作

州IIJ也などで継11をな』寸処10匂'1吋:iI立、 iXの旦，()f(iて

1:制1しま寸 。

A注 意

・延長均平板は、本書のとおりに操作してください。

守らないと、手をはさみケガの原因になります。

01主ろか b凡て左側の延長I旬、1'-似は、右手で操作しま寸。

0後ろから凡て右側の延長均刊 iは、左手て J並行しまi-0 

固 逆転PTOについて

このロータリーは、 L:'/.iせ程!立のi草恥、作業には仙川

てきますが未耕地ji)tうんはできません。



卜に日じした緋υ、は、 一般的にお こなわれている排法で

すが、 lin~の 11ヲや粂 1' 1 に介っ た方法て仙川してくださ

し、。

(枕地と同じ幅)
(枕地)

ーー ⑤
重二七

一一 ③ 『
③ ① 『

(枕地)

(枕地と同じ幅)

田 ① トラクタ-}jI(I"1川の枕地と して約 31 j.f'/分i"と

1)、日!II}Jにも ltJ也とI，;jじれ'，¥を伐し、 1;1:品;のJUlをま っ

す〈ー緋します。

固 ②@③c5:⑤のfWIJJの未↓)t;也が枕地とj，;jじ帆iになる

まで. iH且緋をおこないます。

⑬ 

⑮ ⑬ 

⑬ 一一十

⑪ 

⑬ 

同孟ζ⑨ ↓ 
⑬ 

、回

...-' ⑬ 

国 ⑦③⑨⑬の枕I也t刊!Ij)jの*'耕地を1"11)緋します。

固 ⑪⑫⑬⑪のアゼ際を1"1り緋 します。ブラケヅト fWJ

をアゼ際lこも って い<(メ，'1"1り)}Jが、伐J非が少な〈

てすみます。

固 ⑬⑬⑫⑬)I¥jにi.Q...，t::;f.、耕地を1"11)緋 してできあが

りです。
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| 作業時の注意 | 

A警 告

・作業中は、 トラクターとロータリーの周辺に人を近

づけないて"ください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いた とき は、 PT

O回転を止め、必ずエンジンを停止させて、巻き付

きを外してください。

・傾斜地での急旋回は転倒のおそれがあり大変危険で

す。 トラクター速度を落とし、大きく回ってくださ

L、。

-ロータリーの調整をする場合は、必ずエンジンを止

めてからおこなってください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因にな ります。

・アゼ ri!;1ての作業は、アゼにロータリーをぶつけない

よう に低iiliて 、 ~~ .~ii をも っ て jill 'lî，l:、してくださ い 。

-fL::tが終わりましたら、 |やコミを LV;)j[人lできれし、

に';fi.とし、 ill路には併とさないでくださ い。

. (1'，::/: '1' ロータリーに 兇|たが 1~! 1 した ら 、たた、ちにエ

ン;ンンを 11め，1，.入村iをして〈人't>l 、。 そのまま if!llし

がLります t、i也の古11分にもiJij誌がひろがるおそれが

あります。
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| 耕うん爪について | 

緋うん爪の交換は、 一度に全部外して交換するのではなく、 一本ずつ外 して同じものをJI)(付けてい〈ブJ叫、て品おこ

ないます。全部一度に外してしまうと、 f&で配列するIIAにHU4いやすくなります。

回 爪の種類

初うん爪にはJlI途に!止、じて次の在fifJiがあります。それぞれ LJI¥と RII¥があり 1，;1数が1.)きます 。 本数は~L=.~:消止を

参!!(.1して〈ださい。爪にはお|印が打 つでありますからそれで‘1")))，)てきま-j-，

n千 朝、 MX MXー11 MX-M LX LX-J( DX DX-M 111 i& 

廿L ITI }f¥ A14G A7G A 7 』!市セット

5 11¥ S11 S 1 S 1 IIJ{ いつきの:11.¥L 、 u也及び~II I I I

花)限 11¥ 84 83 83 プラウM~IT. ji'U:. 11 1 

~IIII II ナタ爪 E 2 E 2 E 2 !jlJ!'L少なく崎川な判11昨 1111

L 11¥ L 4 L 6 L 6 L 2 |主l'、ーu鬼平!f;のJ品Willl

M 11¥ M4 M M2 M2 M |山l'、1.1也の似し 1'.111 

I凡IIPJJUJ11¥ A S lG A S lG A S2G イlレキJ也lilJHi凡111

ホルダー爪 T208 3351 ホルダータイプ111

フォーク11¥ 3376 ホノレダー1117オーク}I¥

国 耕うん爪の配列

耕うん爪は、次の耕うん爪配石')1ヌ1(ロータリー後方より 凡た|ヌJ)にi追って配タ'1してください。

※フランジ事~~1W タイプ

M X， L Xー 1705/1805

MX、 LX、 DX -2205 

MX、LX、DX -2405 

L X， D X -2605 

M X， L X、DX -1905/2005 

~， 凶を参照して i大のWiJ i':でおこな し、 ます。

①ー若干右端のフランシにはil'llIを I[めてレるボ、

ノレ 卜以外に爪のJ但f.[穴が 2ケ)昨ありますか

b、 フランジのホ 1(11へRIf¥を付けてメl判官止

ナットをEね、 フランンのjλ丸山町か bパ‘ヰ

血Jtを人れたポノレ卜を泊してJ削、jけます。

180'1止対側ら同杯、に R爪をJ収f.)けます 。

②んか勺 Wi に i大のフランジに.f~ ，)、恭準とな

るR11¥ (1，，[て打.'， <塗ってある ) {e 12<[の仙出

へ収1.[けて い きます。[，，1でわかるように、

この爪は111I1ヲ(/¥)の配列になります。ポ

ノレ トは爪側から人れてフランンf!¥l)てP川冴、成

金、ナットにより相官1.[けます。



23 

③一枚のフラ ンジへはRLRLの附lにJlxj，1け

ますカ人 Jlxj、1(フランジIfliカリMなり 180'Jj正

対i!昨は'siのフランジIfliになり ます。

' @ー砕イ i ~;MのフランジへはL!Kを l削 l け ます

が、 2本ともフランジのギiI(，iへ、 またポノレ

トはフランジi!聞か ら入れます。

L X、 DX -2805 

ン

ル

ド

出

各フランジ爪組み付け図 (MX. LXl 
A 

'J、

C固B回

証)上回，~t.1.ンケ ス側より見た固で、基準と虹る凧倒韓)の位置を草しています.

A 中10)1.1帥 11穴を目印に、爪が村〈面に注意して組み付けます.

R爪JWLI1Iどうし1I180l対悼に組み付けます.

組主位迂盟
1 )左サイド右サイドの組み付けは、それぞれA図、D図のよ

フになります.
2)内酬のフランγにはロ タり 巾によって下量のように組

み付けます.

ロータリー巾

2 8 0 0 

D回

(置の散画はチェ ンケース倒から世えたフラ yジの番号です)

61T2-JJ7tOO 

※MJKタイプ

(5.主〉ロータリー I~I'''; により、フラ ンジ枚数が当てなります

が、j，'i/!lJカaら始めていJf，JiのJI{j.1けとなります。

①爪円以'1はラ七ン配者11になっていますので、

作フ ランジのんI(，iへ|主|のようにJlxj.Jげてい

きます。

~jlJし、 一得イ i~;Mのフランジだけは、 :1'-i ïf， i へ

lJX1.1 けます。

③ポノレト liJrdJ!lJか b人れてフランジi/!lJでパオ、

Eドイトナットで前iH、|りま 1。

※ホノレタ事ータイプ (MXー(I-[)、 LXーJ()

ー卜凶を?参!!Hして配列してください。t!?!品"の 、l'附Mで

は、血liが辿ってもホルダーの爪Jlxj.Jナ ット側に爪の

1111がりブ'jliJ]を介わせますと回以I1てきます。イ11し、 Illij

端のフランジにはサイド爪が|買|のよ うに千jきま 1。

平面耕

rT-208R 

1:/-/10'，歪百



国 爪の交換

緋うん爪は門Hlしますし jの反転仙能や仲J伯能

に大 吉〈ljs平}:します。残りがγ分以下にな ったら交

換してくc"さい。

A警 告

・爪を取付けるときは、平らで固い場所を選ひ、駐車

プレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位

置に して、エンジンを停止してください。

・ロータリーの落下を防止するため、油圧ス トップハ

ルブを完全に「閉めJロックし、さらにロータリー

の下へ台を入れてください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

・ロータリーの爪を交換するときは、辿結パイプのJIR

j，1け位世をHJ平板の 卜il!llに移し、 J勾平板世上げたま

ま凶定します。

| 保守管理 | 

耐久性をI13し、版印J効率を土げるためには、 H'1';;;の似

千:F{~{叫が大切です。

田 作業終了後は、よくノi'<iJt~、し てノド分を拭 きと っ て

おきます。

直 入力制hとジョイントのスプライン古11にはグリスを

&1Iり、サピないようにしておきます。さ らに絡納寸

るときは、入;JJllilh にキャッフ。をかA~'せておいてく t~'

さい。

特に 4セットジ ョイン トの場合は、ス プラインをHi

傷しますと、装~~i: ;f、 iEになります。ゴミや泥などが

付活した場合は必ずふきJIRってください。

出
スプラ イン部

直 オイルの交換・

オイノレは、 iXの基準で交換してください。なお、 工
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、、

.tJ，~n'， ~;f附には給ìlll しでありますので、~) 11"11 Iの交

換I!~Î: II\J までは、そのまま使川してくださ い 。

オイ ル 日lzltl 
交換 II>I'1111 

給iJlrI市 }背
のや~I町l

昨l式
E I 111111 2 [111以降

MX. LX 2.8 

y ;ン ヨ ン ギア I.X-i;L 3.6 30 250 
ケ ス

オイノレ
再90

IlX 3.0 uYli¥J u，IJ:II¥J1u-

DX-V 3.2 

MX. r.x 2.0 
チェンケース " " " IlX 1.8 

ブラケッ ト申rlr受部 グリス 1: {~~! 迎JI¥: " " 

(1) ミッションケース

ドレーンボノレト を外し てオイノレを{)i'lI'，します。←|の

オイノレキャップよりt!í しいオイノレ~飢;.[: il1給 ìllr して

< t~.. さ L 、。

ドレ ンポjレ卜

(2) チエンケース

チェンケースカノマーのド レーンプラクをタトしてオイ

ノレを初出します。上のa.illll-Iから机定iiiを給illlして

く t~.. さい 。

検油口

ドレーンプラグ



(3) ブラケッ ト '~ill受古1;

7'ラケットカeード tフーラケッ トカパ、ーをタ卜して〈た.'

さい。ベアリング;，'11)に If.. L 、グリスを引IiL，'I'，すように

判fしいグリスをιi人しま す。

、

• 

-・・@/ 
ブラケッ トガード ブラケ yトカパー

~ 消耗部品の交換

(1) チェンケースガー ト

交換がj!iれるとチェンケースカバーが円1)れ火があ

きオイノレがもれます 。スリ減りましたら父換して

くた'さ L、。

チェンケースガード

(2) 7'ラケットカ、ー ド

スリ減ると、ブラケッ トカバーが削れてしまいま

ブラケ y卜ガード
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す。

11 '，:;r; 点検をおこ ない、いめに交検してく t~'さレ 。

(3) 緋うん爪

~Vf うん爪はスリ i成りますと、 |のlλ転倒やMl，二l七l

、}i)i'裂.!日力に;μ料がでます。緋うん爪についての

引を参!!Hして交換〈だき('0 

(4) Yイレスカバー (MX、 LXのみ)

ソイレスカノぞーも K1U11I¥1iJl!川しますと ii'i'/[します

ので、交換して <t~' さ( '0 

※ソイノレレスカバーや桃 うん爪の父娘川には、似|のよ

うに辿結パイプのJ{~Hf;J: i;'，'をJe)'1'.似の千世!I)に移しま

すと、 J~J1IL似を上げたままで ! ll i l :.i:できます。

lt1警 告

・格納は、雨や風があたらず、平らで固い場所を選ん

でください0

・ロータリーの格納姿勢は、「トラクターへの装着・取

外しの姿勢」にし、前後への転倒防止をしてくださ

L、。
-連結パイプの所定の位置で口ーターピンを止め、均

平板を固定し後ろへの転倒を防いでください。

・カプラはロータリーから外して、地面に置いてくだ

さL、。
-格納庫には子供を近づけないて'ください。

守らないと、ロータリーが転倒し傷害事故や、機械の

破損につながります。

. ~1'.公のできない、人力車111 ・ジ ョイン トのスプライン

には必ずサヒ、JIめのためにグリスを喰ってくださ

し、。
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l アタッチメント一覧表(オプシヨン) I 

このロータリーには、次のアタッチメン ト ()JI]，';Jがとりそ ろえてあり ます。ご攻守lに応じてこ:ti文お闘し、放しま す。

う〉町l 68H8 ' 千う 司リ 式 JIJ i畠 1705 1805 1905 2005 2205 2405 2605 2805 

]耳|リ ッチャ ー RIA 台JI;i以立 O O O O O 

3耳1リッ チャー R3A 九JIヲ畝J-"~ O O O O O O O O 

畝
4 mJ リ ッチ ャ ー R 4 A " O O O O O O O O 

j日 日i Kss 側 )ili~!，J，Æ O O O O O O O O 
{昨

Ilf.J 
寸Tイド テ"ィスク NSD 科目荒川1大 O O O O O O O O 

)'1' j日一L;，1¥: !ll:機 KMA {川)ji8j;品1:り O O O O O O O O 

サイドリ ッチャー IくsF 畝山 、)'r'!tLI O O O O O O O O 

T 耳l マ ノレ チ MFA- I-I 日F楽全般川 O O O O O O O O 

I:':j IIIJ マ ノレ チ MFA-T トマ ト、 タノごコ、f也 O O O O O O O O 

『

"1" ~':j ~J: マノレ チ MFA- HT  スイ カ、メ ロン、1山 O O O O O O O O 

ノレ 汎 川 平 1::1マ ノレチ MMA- 3 
スイ カ、メロン、はう

O O O O O 
れ/しltr:、{血

チ
ヰ1"，::j 1，ム 11)<"ノレチ MMs スイカ、メロン、1也 O O O O O 

2 ~LI ' マ ノレ チ M.Js " ~'レイシ ョ 、(也 O O 

2 ~LI: '1'， ~U : マノレチ MFs レタス、1'1菜、他 O O 

{汗)liX1~! ンダ ー U- S I-IA 大ぷ、 小火、稲 O O O O O O 

けん リ|中!J:/' タザー MDR 
大川、小日、コーン、

O O O O O O 施 k 

肥 " UST 炎、 右目 、 小 ~j 、ソ ルコ ー O O O O O O 

f帯
" TPI-I ~!f ~fキ村 O O O O O O 

やF

" M RX 施肥情的1IIIj川 O O O O O O 

ロータ リーソワー RS J井被j伝説削I¥'X{li O O O O O O O 

そ
フ。 フ ウ 11¥ PsA ー1，'0ゼ O O O O O O O O 

の
1也 ~i1 U ローラー I'IJIIキf!'lll O O O O O O 

ム 警 告重量バランスの調節

・重いアタッチメン卜を装着した ときは、トラクターメーカー純正のバランスウェイ 卜を付けてください。前輪が浮

き上がりハンドル操作ができなくなりとても危険です。

守らないと、傷害事故につながります。
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点検整備チェックリスト I 

H年 1111 fti 11 

①ミッションケースのオイノレ，1，1人検
来li 品

②チェンケースのオイル点検

新品{止111I 11.¥' 11¥1 後 ボルト、ナットのI刊紙め

①ミツンヨンケースのオイノレ失換

相r/1I!j 1~止! 111 30 11，¥' 11¥1 1& ②チェンケースのオイノレ交換

③ブラケッ ト帆受{j-Iiのグリス給illl

①kJトうん爪の」州、lポノレ卜 WI締め

②ミッ y ョンケースのオイル11t点検

{士 11I 1I1I ③チェンケースのオイノレ品、オイノレもれ，1，1，1:検

④ジョイントの〆リスニップノレヘグリスアップ

⑤I也l(jjカ白ら|げて 1"1，~!、させ、日:状のチェック

①判口、にiili争Lて水分」、きとり

②ボノレ 卜、ナット、ピン官lのゆるみ、欠i存チェック

③桃 うん)[¥、がード咋のIfI'JG、切111チェック

千上 11I f圭 ④人}J軸へグリスを喰る

⑤ジョ イント、スプラ イン部ヘグリスを常る

⑥ジョイン卜、ロックピンヘィi'.I!11

⑦J;J) < :¥11分へilI!11

①ミツンヨンケースのオイノレ交使、オイルもれのチェック

②チエンケースのオイル父換、オイノレもれのチェック

③ブラケット納受!'fllのグリス交換、オイルもれのチェック

シー ズン t冬]' 1，説
④ νョイン 卜のシャフ 卜ヘク リスを吻る

⑤帆検公日I1ヘサピdめ

⑥m粍部品は '，'めに父換
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異状と処F 覧表

似11)'1'あるいはfJJ!IIH去の.'，'，t:tf知的にード訟の見、|犬がず1:'-1した場介は、 Wf山川せず、すぐ、に処;;'1:{として〈だき L、。

剖iflr. ~JE ~k IJ:I Ikl 処 jj'l 

山h受ベアリンクの兇状 ベアリンク火挽

!N iT の 1e 
Jru但やl，jiノレ lのゆるみ ポノレ卜締1.)

相ト Mうん州の1111がり 緋うん判i父換

1M iluJ の 1c 
NトうんJJ¥の円己ヲIJll¥Jjsい JJ¥円以1)のチェック

フ

チェーンの 切れ チェーン交換

ん 相11 カ )111 b な し、

駆動帖の切れ ~1i{iJi'l i l ll 失投

市111 オ イ ノレ も れ ウォーターシーノレの兇状 ウォーターンーノレ失倹

タ主 判ト がで き る Mうん爪のI'fH、!Irれ Mうん爪父換

L 市 り ヵt1 る 糾うん爪の配初l川泣い 爪配列のチェック

チエンタ イトナーの1>凶i タイトナー父換

チ
!N OI~1 の 1e 

コニ
スプロケットの!Jii1ii スプロケット父快

ン
カパーノマッキンの切れ ノξッキン交J免

ケ
オ イ ノレ も I't 

ス
チェンケースカハー締十jボルトのゆ るみ ポノレト明締め

到L の ie オイノレtttィ、;ι オイノレ十 i給

ベアリングの )'l~状 ベアリング交換

』日 -IW 1 の ie ギアの似fj;~ キ、ア交換
、、

ツ
ベベノレギアのカミ11-い司、以 シムて"IU.'ij~宅

ン 人;1J I1油オイノレシーノレの兇状 オイノレシーノレ交快

ヨ
ノマッキンの切れ パッキン交換

ン オ イ ノレ も れ

ケ ロックタイ トの劣化 ロックタイト可~ II'( L 

締H，t(ノレトのゆるみ ボノレト J刊紙iめ
ス

非九 の ヲE オイノレiLIィ、){ オイノレネ i給

オイノレ災状減少 駆動州オイノレンーノレ民状 オイルシーノレ交換

出: 3kak E の iie クリスi，t不足 クリスアッフ。

手ノ相 ジ ョイン卜折れfqが不i昼i切 Hij後jrJJ:U::の1削幣
ヨ ジョイ ン ト l山り

イ ロータリーの上げ1ぎ リフトfttの仁げ脱出l
ン
卜 た む ンャフトのプJミ合い阿不足 l{ ~ 、ものと交換

スプライン 古11のがタ ロックピンとヨークのl李粍 す〈に交換





松山株式 ...0-
=zzz ゑ土

本 社干386OiJ97 bf ~!H，~小川 ~t[} JL (1IIJYr'IIUII S 1 :i S ft(02ω)42・75ωFAX026842 7556 
物流センター干3860'107 f剖!f' ~I， ~fトリI~1:!UL (-川rt品川 2040 s(0268):16 '1111 FAX0268 J6 :1335 
北海道営業所干0680111 .Ici師道全知山~ìJt川 f'i:IIIH 194 5 s(0126)4'i・4000 FAXOl26 4" 4516 
旭 川 出張所〒0798s1 .1じ海道 M川，Ii水 111IIIf8 J" 1132 s(0166)'162505 FAXOl66 46 2501 
帯広 出張所干082000，1 北出酌刊E川町 !\!~:i 北 1~18 r， 1刑罰Htlll!1 包 (01，，5)625370 FAXOl55 62 5373 
東北 営業所干9R96 1:~S '，' :Pj，U'，~， ' i J I I difJn必 2J" 11 :3砕いPJ 宮(0229)2:374.10 l'AX0229 2:1-9010 
関東営業所干3294412 栃木山 fm)t~ Wi六、ドIlIf.1いU十229 s(0282)23 7297 rAX0282 23 7107 
長野 営業所〒386-0497 LHf'~，!小~，U:I IJL f-III f恥1112949 宮 (0268)350:m rAX026836<1335 
岡山 営業所干708-1104 川111~日付金 111 ， 1 ; 綾部 1 7 6 4 2 s(868)29 1180 rAX086829 1325 
九州 営業所〒8614101 熊本山近比 7 JiJ 13昨60J) H(096J3564134 rAX096 :122-8310 
南九州出張所〒885-0074 '1;';崎県出地 di'1'一立正 1111'3:1801 s(0986)246，112 rAX008625-704'1 
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